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今季号の表紙

「羽黒山公園の彼岸花」

撮影者
釜石事業所　山田　健太

大崎市古川地域の観光名所のひとつに数えられ
る羽黒山公園には、９月中旬になると丘の斜面一
面に約15万本もの彼岸花が真っ赤に咲き乱れ、市
内外から訪れる人で賑わいをみせます。
春には桜の花が咲き、花見客も多く訪れます。
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デマンド監視装置の導入による電気の「見える化」で省エネ推進
～「特別養護老人ホーム大浦の里」さまの省エネ取り組み状況のご紹介～

「特別養護老人ホーム大浦の里」さまは、佐渡北部の佐渡金山にほど近い風光明媚な相川地区に建つ施設です。
今回は電気の「見える化」に至った経緯と施設内の省エネの取り組み状況についてご紹介いたします。

１　デマンド監視装置導入の経緯
弊協会担当者は、電気設備点検報告書より、お客
さまの過去のデマンドデータを分析し、冬季と夏季
の最大需要電力に112kWと大きな差があることに気
が付きました。

そこで、お客さまへ次の事項を説明しデマンド監
視装置を導入していただきました。
（1）�電気の契約電力を決定する実量料金制度について
（2）現在のデマンドデータについて
（3）�デマンド監視装置導入による電気の「見える化」

の有効性と活用方法について

２　�電気の「見える化」によ
る省エネの取り組み

（1）�毎日のデマンド実績データ
を確認し、施設の稼働状況
を検討して使用負荷の平準
化を図った。

（2）�冬季の気温が低い夜中にデ
マンドデータが急増してい
ることを発見した。原因は、

ＯＦＦになっていると思われていた床暖房装置
に通電されていたことが分かった。

（3）�建屋が二棟あり、電気の最大使用時間が重なら
ないように調整を行った。

（4）�事務所に設置したデマンド表示器の警報が出た
際に、館内放送により空調設備の使用を控えて
いただくこととした。

３　お客さまのご感想
（1）�電気料金の仕組みがよく分からなかったが、今

回の提案を受けて理解することができた。
（2）�当施設が、こんなにも電気の使用方法に偏りが

あり、デマンドデータに差があることに気が付
かなかった。

（3）�今まで電気をできるだけ使用しない省エネを
行っていたが、負荷の平準化という方法がある
ことが分かって良かった。

（4）�今後は、デマンド監視装置を活用し更なる省エ
ネに取り組みたい。

４　電気の「見える化」による省エネ効果
デマンド監視装置の導入による電気の「見える化」
により、電力使用量を削減するとともに、電気の基
本料金において下表のとおり効果を挙げることがで
きました。

契約電力（kW） 基本料金（円）

導入前 172 238,000／月

導入後   98 135,000／月

差額（月額） ▲103,000

差額（年間） ▲1,236,000
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算、大槻家など全国注目の文化和
─開館に至った経緯と館の特徴についてお聞かせく
ださい。
　昭和59年ごろから博物館建設の動きが出始めました
が、平成２年に市の諮問に対して建設協議会から「博
物館建設基本構想」の答申がありました。これで建設
への動きが本格化しました。
　構想の背景としては、当市には古代日本刀の発祥とい
われる舞草鍛冶が起こったこと、中世には葛西氏400年
の統治後、近世には仙台藩伊達氏やその支藩である一
関藩田村氏による藩政の展開があり、田村氏には代々
好学の藩主が多かったこと、また近世から近代にかけ学
問の大槻家・藩医の建部家・和算の千葉家が活躍する
など、一関市を中心とする県南地方は全国的に注目され
る文化をもっていたという点があげられます。
　そこで、市民がこのような伝統や文化に親しみ、また
未来を目指して精神的な豊かさを養っていく場にしていこ

うという趣旨のもとに建設が具体化していきました。平成
４年には建設基本計画が定められ、平成９年９月に竣工、
10月に開館となりました。
　当館は、大きく２つの面で活動をしています。１つは資
料収集・整理・保存です。「地域の歴史」「舞草刀と
刀剣」「大槻玄沢と蘭学」「大槻文彦と言海」「一関と
和算」「地域の美術工芸」の６つのテーマに沿った資
料を収集し、整理して確実に保存し次の時代へと継承し
ています。もう１つは調査・研究です。６つのテーマを中
心とした調査・研究を、地域の人々や研究機関などの
連携・協力のもとに推進・研鑽し蓄積していきます。そ
れらの成果は、資料収集に反映させ、展示、交流・連携、
研究報告書、図録、学会発表、情報提供・サービスな
どにより公表しています。

域を学ぶ常設展示と独創的な企画展地
─�常設展示と企画展示のあらましについて教えてくだ

さい。
　常設展示は、「一関のあゆみ」「舞草刀と刀剣」「大
槻玄沢と蘭学」「大槻文彦と言海」「一関と和算」の５
つのテーマ及び昔の道具・彫刻家長沼守敬の展示に関
して、地域の歴史と文化を多様な資料により系統的に展
示し、広く生涯学習の推進・充実に寄与するものにして
います。
　企画展示は、６つのテーマについて調査・研究した
成果を展示します。近年は、年４回開催しています。展
示毎に図録や関連出版物を刊行して、より広く成果を�

今季号のお客さま

岩手県一関市

一関市博物館 さま

　人気の観光地として知られる岩手県一関市厳美町
に、独特の企画展示で全国的に注目を集める「一関
市博物館」があります。「和算」「大槻玄沢」「大槻文彦」
などのキーワードで知られる、この地域が誇る貴重
な文化歴史的資料を企画展示し、地元から親しまれ、
また全国から多くの人が訪れています。
　本日は一関市博物館 佐藤 光俊 次長をお訪ねし、
弊協会奥州事業所長 戸来 哲郎がお話をうかがいま
した。

一関市博物館
次長

佐藤 光俊さま

東北電気保安協会
奥州事業所長

戸来 哲郎

一関市厳美町に立地する一関市博物館

展示「一関のあゆみ」
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地域に伝わる特徴的な歴史・文化を探求解明し、
次代に継承する注目の博物館

社会に還元することにしています。
　本年度の企画展示は5回の開催を計画しており、上期
にテーマ展１「江戸時代の世界地図」、特別展「芭蕉
と真澄 －磐井を旅した人 －々」を開催しました。
　また、９月〜12月は企画展「棟方志功展」を展観中
であり、令和４年１月〜３月には、テーマ展２「幕末明治
を支えた大槻三代 玄沢・磐渓・文彦 －館蔵資料から－
（仮題）」、さらに３月〜４月 SPRING EXHIBITION「鳳
凰、舞う。」を予定しています。

戸期の「和算」文化を全国に発信江
─�「一関と和算」とは、どのような展示ですか。
　江戸時代の日本では、外国の影響を受けずに数学が
発達しました。漢字とかなを使って縦書きで表す数学です。
これを「和算」といいます。当館では、千葉胤秀をはじ
めとする一関の和算家たちの業績と和算の世界を紹介
しています。全国的にも和算を紹介している博物館は少
なく、当館の特徴的な展示となっています。
　毎年「和算に挑戦」という事業（初級、中級、上
級別に和算の問題を全国に発信して解答を求めるもの）
を実施しています。全国でも注目されており、毎年1,000
件を超える解答をいただいています。今年度は20年目を
迎え、表彰式では記念講演も予定しています。

ＣＴ技術を活用した展示解説を導入Ｉ
─�講座や体験学習、また安全面などで留意点はあり

ますか。
　当館では、多様な講座・講演会・体験学習などを企
画しています。参加は事前申し込み制にしていますが、
現在はコロナ禍により、定員人数を制限して受け付けて
います。
　安全面では、感染症対策として手指の消毒、マスク
の着用、入館時のヘルスチェックシートの記入、検温の
実施、密にならない程度に間隔を空けること、定期的な
換気などを行っています。
　また、一関市では学校ＩＣＴ活用事業に力を注いでい
ます。当館でも今年度からＩＣＴを活用した展示解説の
導入を計画しているところであり、入館者がいつでも誰で
も解説を受けられる体制を構築していきます。ＩＣＴ活用
の機運の高まりを捉えて、新たな鑑賞機会の提供や地
域教育や学校教育への活用などについて、今後さらに
検討していかなければならないと考えています。

化価値を伝える博物館の役割文
─�館の運営で、気になることはありませんか。
　当館の省エネは、展示室照明のＬＥＤ化を平成30年
度～令和２年度まで３年間実施してきました。現在、空
調設備などの老朽化に伴い、燃料費などのコストの増加
や故障が出てきています。今後の課題として、コスト削
減に向けた設備の改修と併せて、当館の総合的なリ
ニューアルも検討中です。引き続き、電気の安全面、省
エネ面について、ご指導いただければと考えています。

　弊協会でも、地域の人たちに親しまれ、また貴重な文
化価値を継承しながら地域貢献をされている貴館の役割
を思い、いつも注意深く点検させていただいています。
日常の安全点検はもちろんのこと、電気安全や省エネの
セミナーも行っています。また、施設の電気設備の更新
計画のお手伝い及び省エネ診断なども行っていますの
で、ご活用いただければと思います。本日は、一関市
博物館様の、展示内容や様 な々活動について聞かせて
いただき、ありがとうございました。

展示「舞草刀と刀剣」

展示「一関と和算」

展示「大槻玄沢と蘭学」

体験学習「刀鍛冶修行」

展示「大槻文彦と言海」

体験学習「アートを楽しむ」
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月次点検で電力ヒューズ溶断を発見！
秋田事業所 坂本 幸應

月次点検で電力ヒューズの溶断を発見した事例を
ご紹介します。

〔状況〕
２月の上旬に月次点検でお客さまを訪問したとき
のことです。構内第１柱に取り付けられている電力
メーターの表示値を確認したところ、通常は100％
である検針時の力率※の値が72％と低下していまし
た。
当該お客さまの地域周辺では、１月の暴風雪に伴
う高圧停電事故が発生していたことから、キュービ
クルで何か異常があったのではないかと思い、
キュービクルの点検を行いました。

〔調査〕
キュービクル内を確認したところ、高圧コンデン
サ用高圧交流負荷開閉器の電力ヒューズが溶断して
いるのを発見しました。キュービクル内に予備
ヒューズがなかったことから、ヒューズの準備をお
願いするとともに、停電による交換日時について打
ち合わせを行いました。

〔復旧〕
後日、停電のうえ、高圧コンデンサに異常がない
ことを確認してヒューズ交換を実施しました。また、
同様の事案が発生した際に早期復旧できるよう予備
ヒューズを準備いただき、キュービクル内に保管し
ました。
高圧コンデンサは、系統の力率を改善し、電力の
ムダを省く機器ですが、電力ヒューズが溶断したこ
とにより、力率が低下していたものです。

〔お客さまの声〕
「保安協会が点検にくるまで、自分たちの設備に
異常が発生しているなんて全然気付きませんでし
た。発見から早急に対応していただきありがとうご
ざいました。」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、通常どおり電気が使用できていた
ことからお客さまは異常に気付くことができません
でした。私自身も異常を発見し、設備の安全を確保す
ることができたことに喜びを感じました。これから
も設備の異常の有無をあらゆる視点から確認し、い
ち早く気付けるような点検を心掛けたいと思います。
お客さまには、万一のヒューズ溶断に備えて予備
品を準備いただくことをお勧めいたします。

※�力率が100％の場合、最大で15％の基本料金割引が適用される場合があります。

準備していただいた予備の電力ヒューズ

溶断していた電力ヒューズ
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草刈り機が原因で高圧停電事故発生！
新潟事業所 山崎 智之

草刈り機で高圧ケーブルを損傷させて停電事故に
至った事例をご紹介します。

〔状況〕
６月中旬の夕方17時30頃、老人ホームのお客さま
から「電気が全て止まっているので早急に対応して
ほしい」との連絡が電気事故受付センターにありま
した。当日は天候もよく、事故原因はなんだろうと
考えながら２名で出動しました。

〔調査〕
　お客さまに到着し、高圧設備の調査を開始しまし
た。構内第１柱に設置された高圧気中開閉器が、地
絡保護継電器動作により開放状態（切）になってい
ることを確認しました。高圧事故であることから上
司に連絡し、応援者と必要機材の手配を依頼しまし
た。
　同僚２名が到着後、安全措置を行い、高圧絶縁抵
抗測定を行ったところ、構内第１柱から受電キュー
ビクル間に埋設されている高圧ケーブルの１線が
0.6メグオームと絶縁低下していました。当該高圧
ケーブルは2010年製であり、製造後11年しか経過し
ておらず、自然劣化による事故とは考えにくく、第
１柱の地際周辺を外観点検したところ、高圧ケーブ
ルを保護している波付き硬質ポリエチレン管に鋭利
なもので傷つけられた跡があることを確認しました。

〔原因〕
　お客さまに確認したところ、当日午前中に第１柱
周辺の草刈りを実施したとのことでした。その際に、
誤って草刈り機で高圧ケーブルを傷つけたことによ
り、絶縁が低下し高圧停電事故に至ったものと判明
しました。

〔復旧〕
　高圧ケーブルの交換を電気工事店に依頼したとこ
ろ、高圧ケーブルの在庫確認が明日以降となるとの
ことでした。
　翌日、電材店に高圧ケーブルの在庫があることが
確認できたため、朝から復旧工事を行い、15時30分
に復旧が完了しました。

〔お客さまの声〕
　「まさか、草刈りが停電事故の原因になるとは思っ
てもいなかった。今後は電気設備周辺で作業する場
合は十分に注意するよう職員に周知したい」とのお
話があり、事故から復旧までの対応に感謝の言葉を
いただきました。

〔まとめ〕
　今回の原因は、お客さまが構内草刈りにより高圧
ケーブルを損傷させてしまったことですが、作業者
が感電や短絡アークによる火傷にならなかったこと
は幸いでした。日頃からお客さまとのコミュニケー
ションにより、事故防止と原因の早期発見に努めて
まいります。

波付き硬質ポリエチレン管損傷箇所 高圧ケーブル損傷箇所
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技術研修用太陽光発電所の復旧と発電性能診断業務について
今回は、2019年10月の台風19号で被害を受けた弊協会の技術研修用太陽光発電所（福島県南相馬市）の水

害対策と、太陽光発電所の発電性能診断についてご紹介いたします。

１　技術研修用太陽光発電所の被害状況と水害対策について

2012年に固定価格買取制度（ＦＩＴ法）が開始され、再生可能エネルギーが急速に普及しており、東北地

域においても太陽光発電所の建設が拡大しています。そのような中、弊協会においても、太陽光発電所の保

安管理やメンテナンスについて実施しています。

弊協会では、太陽光発電設備の点検技術の向上を目的とし、2015年７月に福島県南相馬市に技術研修用太

陽光発電所を設置いたしました。

保安業務従事者全員の太陽光発電所に特化した教育を行うなど順調に稼働していましたが、令和元年東日

本台風の影響により、2019年10月13日に近隣河川の氾濫による水害を受け、キュービクル内の変圧器が水没し、

パワーコンディショナー（以下「ＰＣＳ」という。）２台も浸水してしまいました。（写真１参照）

幸い、太陽電池モジュールについては、浸水したものの基礎と支持具を含めて破損や変形はありませんで

した。

弊協会では、直ちに復旧プロジェクトを立ち上げ、被災状況の把握と復旧方針の策定に入りました。その後、

工事会社との調整を経て2020年７月から復旧工事に着手しました。

復旧工事では、浸水被害を教訓に地上のコンクリート基礎に置かれたキュービクル及びＰＣＳをかさ上げ

するとともに、接続箱や集電箱についても可能な範囲でかさ上げを行いました。（写真２参照）

新型コロナ感染症拡大により、材料などの納入遅れが心配されましたが、当初の計画どおり2021年３月19

日に発電を再開することができました。

写真１　被害状況（左：変圧器、右：ＰＣＳ）
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現在、技術研修用太陽光発電所は、弊協会職員の点検技術及び安全意識の向上を図る目的で研修施設とし

ても再開しています。

なお、弊協会では太陽光発電所の性能診断も実施していますが、自前で太陽光発電所を設置しているメリッ

トを活用してドローン飛行による熱画像診断の訓練を行っており、お客さまからご用命いただいた発電性能

診断に活用しています。

また、電流－電圧特性診断やバイパスダイオード性能診断等については、模擬的に故障を再現し正常状態

との違いを確認するなど、実際に現場で測定する際の異常の判定に活かすことができています。

２　太陽光発電所の発電性能診断

発電性能診断を実施した際に見つけた、太陽光モジュールの異常についてご紹介いたします。写真３は、

赤外線サーモグラフィで発見した太陽光モジュールのホットスポットです。太陽光モジュールの１クラスタ

が過熱しており、詳細に診断した結果、バイパスダイオードの短絡による故障と判断する箇所を発見するこ

とができました。

このように、発電性能診断を実施することにより、発電量の低下や火災などの原因となる箇所を早期発見

することができます。太陽光設備の長期安定稼働のためにも、定期的なメンテナンスをお勧めいたします。

写真２　かさ上げ対策したキュービクルとＰＣＳ（左：対策前、右：対策後）

写真３　太陽光モジュールのホットスポット（左：表面、右：裏面）
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令和２年度に管内で発生した電気事故は134件で、前年度の85件に比べ49件増加しました。
事故を種類別に見ると、感電等死傷事故が６件（前年度６件）、主要電気工作物の破損事故が108件（前年
度56件）、自家用電気工作物からの波及事故が15件（前年度16件）、電気火災事故が４件（前年度５件）、発電
支障事故が１件（前年度２件）発生しました。（図１）主要電気工作物の破損事故の増加要因は、太陽電池発
電所及び風力発電所における逆変換装置の破損が大幅に増加したこと（対前年比31件増加）、太陽電池発電所
における氷雪による太陽電池モジュール及び支持物の破損（18件）並びに令和３年２月13日に発生した地震
による主要電気工作物の破損事故等（７件）が主な増加の要因となりました。
また、電気工作物別では、電気事業用で７件、自家用で127件発生しました。（図２）

令和２年度　東北６県及び新潟県の電気事故の概要
関東東北産業保安監督部　東北支部
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●感電事故事例：令和２年７月
被災者と点検補助者は、三相変圧器（７５０ｋＶＡ、６６００／４２０Ｖ）の負荷電流及び漏えい電流測定のため、キュー

ビクル裏面にボルト止めされている金属製パネルを外そうとした。その際、外したパネルがキュービクル内側に倒れ、
同変圧器の２次側にある配線用遮断器（３Ｐ、１０００Ａ）負荷側銅バー端子部へ接触し、三相短絡となりアークが発生した。
被災者はアークにより火傷を負った。

事故原因
・�被災者は、負荷電流及び漏えい電
流測定の際、近くに充電部がありパ
ネルを外すことが危険であるとの認
識はあったものの、作業手順及び規
定等を遵守せず、安全よりも点検項
目となっている測定をすることを優
先した。
・�被災者は、これまで何度もパネルを
取り外していた実績から、自分なら
充電部に触れることなくパネルを外
すことができるという過信があった
ほか、取り外し行為に慣れが生じ、
慎重さを欠いていた。

感電事故防止のために
・�感電死傷事故等の重大事故は、１つの要因により発生していることは少なく、日頃の点検業務におけるわずかな見落
としや作業前の確認・連絡ミス、保安意識の低下等複数の要因が積み重なった結果です。
・�事故を起こさないためには、主任技術者を中心として、設置者、従業員、関係事業者などすべての関係者による高
い保安意識の共有が必要です。
・�今一度、電気工作物の保守管理の意識レベルを上げ、電気を安全・安心に使用できる環境を構築するため、日々の
電気保安活動をお願いします。

令和２年度の感電等死傷事故は６件でした。被災者別に見ると、作業者によるものが６件、公衆によるも
のはありませんでした。（図３）
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波及事故を原因別に見ると、『保守不備』が４件、『自然現象』が４件、『故意・過失』が５件、『他物接触』
が１件、『調査中』が１件となっています。
『保守不備』は４件発生し、うち１件は電気主任技術者が未選任で点検・手入れ等がなされていませんでした。
『自然現象』は４件発生し、うち３件が「雷」、１件が「氷雪」によるものです。
『故意・過失』は５件発生し、全て「作業者の過失」によるものです。短絡接地器具を取り付けたまま高圧
気中負荷開閉器（以下、「ＰＡＳ」という）を投入し短絡した事例、電気設備が健全と思い込みＰＡＳを投入
し地絡した事例、ＰＡＳ制御線の配線作業における配線の誤接触によるＰＡＳ内蔵ＶＴが焼損した事例があ
りました。
『他物接触』は１件発生し、事業場内の電柱に付近の樹木が接触し、リード線の被覆が損傷したことにより
短絡した事象がありました。

令和２年度の波及事故は15件で、前年度に比べ１件の減少となりました。すべて自家用電気工作物からの
波及事故でした。（図４、表１）

3　他社への波及事故
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他
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表１　自家用波及事故発生電気工作物別・原因別発生状況（令和２年度）

図4　波及事故件数の推移（原因別）
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冬場の災害に備え電気設備を確認しましょう

暴風雪を伴う、寒さ厳しい東北の冬が迫ってきています。冬は電気設備を正常に維持するうえでも、厳し
い季節です。冬場の災害に備え電気設備を確認しましょう。

1  屋外設備（電柱）の周囲を確認しましょう！

電線は、垂れ下がっていたり、樹木が接近している
と、積雪や強風により断線して停電や漏電、また、感
電のおそれがあります。暴風雪による被害を抑えるよ
う屋外設備の確認をしましょう。

Point
①電線は垂れ下がっていませんか。
②電線に樹木が接触していませんか。
③�支線（電柱を支えるワイヤー）は弛んでいませ
んか。

2  非常用予備発電装置を確認しましょう！

災害等で停電した際、重要な設備に電気を供給する
装置です。確実に動作するよう日頃から確認をしま
しょう。

Point
①オイルの量は適切ですか。
②燃料は十分にありますか。
③冷却水は十分にありますか。
④�保温ヒーターのブレーカーは入っていますか。
⑤バッテリー液は適量ですか。
⑥起動スイッチは自動になっていますか。

3  凍結防止用の保温ヒーターを確認しましょう！

消火栓ポンプ等、常時運転していないポンプやその
配管は、冬季に凍結するおそれがあります。冬が来る
前に、凍結防止の確認をしましょう。

Point
①保温ヒーターのブレーカーは入っていますか。
②ヒーターは動作していますか。 保温ヒーターの

ブレーカー

電線に樹木が接近



伝統的工芸品を訪ねて
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●樺細工

　角館の樺細工は、安永年間～天明年間（1775～83）にかけて佐竹北家の手判役、藤村彦六によって阿仁地
方から技法が伝えられたのが始まりとされ、その後下級武士の副業として育まれました。
　正倉院御物には山桜の樹皮を用いて作られた刀子（とうす）などがあり、また、万葉集や源氏物語でもみ
ることができます。樺細工は名工達の秘技によって創り出された、山桜の樹皮特有の光沢を生かした渋く奥
深い色合いが美しい工芸品です。

●型もの（仕込みもの）

　仕込みものといい、木型に合
わせて芯を作り、その上に樺（桜
皮）を貼付けて筒状のものを作
ります。主な製品として、古く
はタバコ胴乱や印籠などですが、
現在は茶筒制作が代表的なもの
です。

●木地もの

　下地に木地を使ったもので、
主として箱型のものが木地もの
と呼ばれています。
　文箱、硯箱、テーブル、茶だ
んすなどがあり、必要によって
文様を置くという模様づけの技
術の光る製品です。

●たたみもの

　「たたむ」というのは、山桜の
樹皮を何枚も重ね合わせて、古
くは胴乱や印籠の根付けを作る
技法でした。
　現在は積層面をアクセントに
し、ブローチ、帯締め、タイ止め、
ペンダントなどの装身具に応用
されています。

��������������������������������������������������������������������������������

「樺
か ば

 細
ざ い

 工
く

」

ペンダント

印籠総皮茶筒（桜）

長小箱 文箱

根付け
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●産地組合名　角館工芸協同組合
	 〒014-0352　秋田県仙北市角館町外ノ山１８　☎0187-53-2228

●取材を終えて
　樺細工の原料は、樹齢30年以上のヤマザクラで、現在は秋田を含む東北６県の山々から樹皮を採取さ
れており、山の厳しい環境の中で育った樹から良質な樹皮が採れるとのことです。丹精を込めて作られ
た樺細工は、大切に使えば20〜30年と次世代まで使用することができ、使い込めば使い込むほど豊かな
風合いを増していきます。そんな樺細工は、近年、自然な美しさが世界でも認められるようになり、ヨー
ロッパを中心に販路を広げておられます。
　以前は、乾燥・樺断ちしたあとの波を打っているヤマザクラ樹皮を、コテで伸ばしていましたが、今は、
電気を使用したホットプレスで一気に伸ばすことにより、作業効率も格段に良くなったとのことでした。

��������������������������������������������������������������������������������

●樺細工の原材料と主な工程等

伝統マーク
R3-193

この伝統マークを使った
伝統証紙が貼られている
樺細工は、産地組合等が
実施する検査に合格した
経済産業大臣指定伝統的
工芸品です。

「伝統的工芸品」とは
・主として日常生活の用に供されるもの
・その製造過程の主要部分が手工業的
・伝統的な技術又は技法により製造されるもの
・伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ、製造されるもの
・�一定の地域において少なくない数の者がその製造を行い、又はその製造に従事し
ているもの

上記５つの項目を全て満たし、伝統的工芸品産業の振興に関する法律（昭和49年
法律第57号）に基づく経済産業大臣の指定を受けた工芸品のことをいいます。

ヤマザクラの原木

ヤマザクラの樹皮

樺削り

にかわ塗り

コテ掛け（貼り付け）作業風景

材料となる山桜の樹皮（樺）は、
最高の皮とされる“ひび皮”、
滑らかな“あめ皮”、ちりめん
状に見える“ちりめん皮”な
ど多種多様です。その樺を、
つくるモノの大きさに合わせ
て裁断。 水を湿らせて熱した
コテをあてて蒸し、しごいて
樺を柔らかくします。表面を
幅広の包丁で削ることで、 色
を均等にするとともに、樺に
光沢を出します。

胴体部分ににかわを塗り、コ
テを使って樺を巻きつけます。
コテを水につけて樺が焼けな
い温度を判断しながら、しわ
が残らないように 何度も押し
付けて経木になじませます。
にかわとコテの熱加減に熟練
の技が必要とされます。

細工がしやすいように、薄く
削った樺ににかわを塗って乾
かしておきます。
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協業組合アクアネットさまは、協業組合として地元宮
城県にて環境トータルアドバイザーとして活動していま
す。主に上水・下水・浄化槽など「水」に関することか
ら、電気・管・土木工事、廃棄物・不用品、清掃・ハウ
スクリーニング、環境保全まで皆さまのお悩みを解決し
ておられます。

中新田事業所さまは、加美町中新田浄化センターを拠
点に、「365日・24時間体制」で加美町浄化センター（３
施設）、マンホールポンプ場（45箇所）の維持管理を展
開しています。また、町内の下水管路洗浄作業等の重要
な役割も担っておられます。

毎年「電気安全セミナー」のご依頼をいただいており
ますが、今回はコロナ禍でもあり、感染防止対策をとり
ながら少人数・短時間での開催となりました。

セミナーの内容
　セミナーでは、電気安全ＤＶＤ「追跡！日常作業の電
気事故～７つの低圧電気事故～」を視聴していただき、
事故事例を紹介しながら感電事故防止について説明いた
しました。

　また、身近な感電事故事例や自家用構内における電気
事故について質問いただき、電気事故に対する感受性を
高めていただきました。

セミナー受講後のご感想
●�電気事故防止に対する職員の意識高揚に繋がった。
●�電気事故（漏電火災・感電・波及事故）について職員
の認識が更に高まった。
●�ポンプに関係する電気事故は漏電だけが原因でないこ
とを理解できた。

などのご感想をいただきました。

協業組合アクアネット中新田事業所さま

協業組合アクアネット中新田事業所さま

加美町中新田浄化センター

セミナー風景

古川事業所
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古い家電製品を使い続けていませんか？
家電製品は、正しい使い方をしていても、長い間使用しているうちに部品などが劣化し、さまざまな不具
合が生じやすくなります。変な臭いがする、煙が出る、動きがいつもと違うなど、「変だな」と感じたら、す
ぐに使用を中止し、メーカーや販売店に相談しましょう。

長期使用製品による重大事故を防ぐため、平成21年４月１日以降に製造・輸入された経年劣化による事故
数の多い家電製品は、設計上の標準使用期間と経年劣化について、注意喚起の表示がされています。表示制
度の対象製品は以下の品目です。

対象となる製品には、製品の正面や側面など使う方が見やすい位置に、下記のような表示がされます

長期使用製品安全表示制度

対象製品

表示例

2 槽式洗濯機

全自動洗濯機

エアコン

ブラウン管テレビ

扇風機

換気扇

【製造年】２０ＸＸ年
【設計上の標準使用期間】△△年

設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発火・けが等の事故に至
るおそれがあります。
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エネルギー監視サービスのご紹介
電力使用状況の「見える化」と「自動負荷制御」で省エネをサポートします。

1　エネルギー監視サービスの特徴
エネルギー監視サービスは、東北電力ネットワーク株式会社様のスマートメーターから使用電力量

を取得し、通信機器を介してパソコンやタブレット等の画面で、使用電力量及び最大需要電力等を確
認ができるサービスです。ライトプラン（見える化）及び空調機などを制御するスタンダードプラン（見
える化＋自動負荷制御）があります。
また、オプションメニューとしてリアルタイムで電力使用状況を確認できる「タブレット表示器」

が登場しました。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン

（
見
え
る
化
＋
自
動
負
荷
制
御
）

ラ
イ
ト
プ
ラ
ン

（
見
え
る
化
）

デマンド監視・警報 メール通知でお知らせ

閲覧データ 予測デマンド・デマンド実績・消費実績・デマンド分布・
概算電気料金・統計レポート

その他 デマンド値や使用電力量の実績データの月次配信・天気情報・
他の拠点とのデータ比較・イベント実績等

タブレット表示器（オプション）色と音、アイコンにより、一目で電力使用状況の確認が可能
自動負荷制御 標準で空調室外機等の自動制御装置を設置

２　期待される効果

省エネ活動への貢献 収集データの見える化によって現状を把握し省エネ・節電意識の向上に繋がります。

使用電力量の削減 自動負荷制御機能により電気の使い過ぎを減らし、使用電力量を減らすことができます。

契約電力の見直し 実績データを基に契約電力を見直すことで、電気料金の削減が可能となります。
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『歴史と伝統の上杉の城下町』米沢市
（山形県）

米沢事業所

◎山形県米沢市（米沢市役所）
■交 通 手 段／［ＪＲ利用］奥羽本線　米沢駅より路線バスで約10分　　［自動車利用］米沢中央ＩＣから約10分
■問い合わせ先／米沢市産業部観光課　☎0238-22-5111　　ＵＲＬ：https://www.city.yonezawa.yamagata.jp/

※弊協会では、米沢市の施設57箇所の電気設備を点検させていただいております。

米沢市は山形県の最南端に位置し、山形県の母なる川「最上川」の源である吾妻連峰の裾野に広がる米沢盆
地にあり、福島県と県境を接しています。冬は寒さが厳しく、特別豪雪地帯に指定されていますが、冬季に開
催される雪灯篭まつりには、県内外から多くの人が訪れます。歴史的には鎌倉時代以降、伊達氏・上杉氏の領
地であったことから城下町として発展しました。その後財政がひっ迫していた米沢藩を、「なせばなる」の精
神で様々な藩政改革を行い、藩政を復活させた第９代藩主上杉鷹山は、現在も理想のリーダーとして高く評価
されています。

電動自転車で観光　米沢E-BIKE レンタル
米沢市内には、名所・旧跡、温泉街、グルメスポッ
トなどが点在しています。それらのスポットを気軽
に周遊してもらうために電動アシスト機能付き自転
車を今年の６月から試験貸出中です。事前予約が可
能で、スマートフォンによりルート案内等を行う
サービスも実施。案内コースは順次更新、新規追加さ
れます。米沢駅（置賜広域観光案内センターＡＳＫ）、
道の駅米沢、市内中心部の上杉伯爵邸の３箇所でレ
ンタルが可能です。米沢の町並みを、風を感じなが
らゆったりと回ることができ、自転車ならではの旅
を楽しむことができます。

市民の拠り所「上杉神社」
明治９年、上杉謙信、上杉鷹山を祭神として、米
沢城本丸跡に建立。明治35年に別格官幣社となり、
謙信のみが祭神となりました。現在の神社本殿は、
大正８年の米沢市大火で焼失しましたが、国からの
援助や米沢市民の労働奉仕などにより、大正12年に
再建されたものであり、設計は米沢市出身の東京帝
国大教授伊東忠太氏です。
上杉神社は、今でも米沢市民の心の支えとなって
いて、初詣やお宮参り、結婚式や安全祈願など、四
季を問わず多くの市民が訪れています。また、春は
桜の名所としても知られている他、４月に開催され
る米沢上杉まつり、２月に開催される上杉雪灯篭ま
つりの会場にもなっており、広く親しまれています。

「米沢の味ＡＢＣ」
「米沢の味ＡＢＣ」と称される、米沢の特産品「舘
山りんご（Apple）」「米沢牛（Beef）」「米沢鯉（Carp）」。
舘山りんごは、山形県内で最も古くから栽培され
ており、品評会では酸味、実の固さ、香りすべてに
おいて高い評価を受けています。旬の時期（11月頃）
には、蜜がたっぷり入ったりんご狩り体験も楽しめ
ます。
米沢牛は、日本三大和牛の一つに数えられるブラ
ンド牛です。柔らかな肉質とまろやかな風味で人気
の米沢牛は、１年中寒暖差の大きい気象条件、澄ん
だ空気ときれいな水、そして生産者たちのたゆまぬ
努力と愛情によって育まれています。
米沢鯉の歴史は古く、上杉鷹山が貴重なタンパク
源として米沢城のお堀で育てたのが始まりと言われ
ています。清冽な水で３年間飼育した鯉は、身が引
き締まり泥臭さがないのが特徴で、じっくり煮込ん
だ鯉の甘煮は、お祝い事には欠かせません。

（写真提供：米沢市産業部観光課）

米沢E-BIKE レンタル

上杉神社

米沢の味ABC
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人東北電気保安協会　広報グループ 宛

FAX 022-748-1275

きづく★前号vol.286の
　正解は、 でした。

★前々号vol.285の応募者総数は104名、
　正解者は101名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　2021年12月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：弊協会のホームページ「お役立ち情報」「高圧受電設備更新の目安」をご覧ください。

交換推奨年が近づいた又は経過した設備
は〇〇〇に取り替えることが必要です

東北電気保安協会の情報は
携帯サイトでもご覧いただけ
ます。

電気の安全・省エネ ワンポイント


